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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、電位依存性塩素イオンチャネルのCLCファミリーに属する。コードされるタンパク質は12の膜貫通ドメインを持つと予測され、機能的なチャネルを形成するにはbarttinと呼ばれるβサブユニットを必要とする。腎臓における塩分再吸収と内耳におけるカリウム循環に機能すると考えられている。この遺伝子は、この遺伝子の10 kb下流に位置するCLCNKBと非常に類似している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：電位依存性塩素イオンチャネル。塩素イオンチャネルは、細胞容積の調節、膜電位の安定化、シグナル伝達、経上皮輸送など、様々な機能を有する。尿濃縮機構において重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：クロライドチャネル（TC 2.A.49）ファミリーに属する。,類似性：2つのCBSドメインを含む。,サブユニット：BSNDと相互作用する。ヘンレ細上行脚においてBSNDとヘテロ多量体を形成する。,組織特異性：主に腎臓で発現する。BSNDを発現するすべてのネフロン分節は、CLCNKタンパク質も発現する。,
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	CLCNKA抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCLCNKAペプチドでブロッキングされている。
	

	CLCNKA 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	CLC-KAポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

